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問題 と目的

　．文化接触研 究 ， 特 に エ ス ニ ッ ク ・グ ル ープ を対象 と

し た研究 は ， ア メ リ カ合衆国で 多 く見 られ ， そ の 発展

は米国社会 の 変化 に密接に対．応して い る 。 今 日で は ，

個人 を取 り巻 く社会文 化的環境 （socio −
cultural 　mi ［ieu＞

［
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ー （The 　Natio冂 al　 Center　 for　 University

　Erltrance　Examinati  ns ）
‘．．卜智大学 〔Sophia　University）
s

東洋 英和女 学院大学 （Toyo 　Eiwa　Women ’
s　Universityン

s

上 智大 学 （Sophia　Universit｝・｝

が 多様 に な り，
エ ス ニ シ テ ィ と い う概念 が 一

人 ひ と り

の 個人 に
一

義的 に 適用 しに くくな っ て い る （R 。theram

＆ Phin匸】ey ．1987）o

　現在，エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン テ ィ テ ィ の あ り方は ，
主観的 な もの で あ り変化 す る もの として 捉え られ て い

る （Stephan，1992）。 こ の 場合の エ ス ニ ッ ク 。ア イ デ ン

テ ィ テ ィ と は ， 自分 が属 す る集団 の 文化 の 何 ら か の 側

面 を ， そ の 文化を象徴す る も の と 主観的 に 捉 え， そ れ

に よ っ て 自ら を 他の 集団 か ら区別 しよ う とす る こ と

｛lle　v ・ s ＆ RQmanucci−Ross，ユ975〕 と され る 。 こ の 文脈 で

は，た と え 出身国 の 言語 ・宗教 な ど エ ス ニ シ テ ィ を構

成す る 要素 を多 く失 っ て い た と し て も，あ る民族文化

的要素 を共有 し，主観 的な帰属意識 に よ り同
一

化 し て

い れ ば エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン テ ィ テ ィ は成立 す る の で
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ある。すなわ ち ，所属集団や実態 と し て 生活習慣の あ

り方の み な らず ， 出自に対す る個人 の 心理 的帰属感が

本人 の エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン テ ィ テ ィ を規定す る大 き

な要因 と な る と言え る 。 両親の エ ス ニ シ テ ィ が 異な る

ケース で も， 教育 や本人 の 主観的選択の 結果 と し て 本

人 の エ ス ニ シ テ ィ が 定め ら れ る こ と に な る。

　と こ ろで ， 時 に 単
一

民族 国家と称 さ れ る 日本 に お い

て も異 な る 文化 背景 を持 つ 集団 は存在す る。日 本 に 在

住す る エ ス ニ ッ ク ・マ イ ノ リテ ィ の 中で 最 も多 くを占

め る の は，朝鮮 ・韓国系 の 人 々 似 下 本稿で は 「在 日朝鮮

人 亅と い う呼 称に 統
一

す る ）であ る。現在，在 日朝鮮人 は外

国人登録 され て い る だけ で 約70万人 に 上 り， 実数 は約

leo万人 で あ る と 推定 さ れ て い る （原 尻，1989）。 帰化者 も

1991年の時点で 約 16万 人 に 上 り （福岡，1993），日本人 と

の 婚姻 も増 え て い る （李、1984 ； Nitta ，1988） が．現在 に

お い て も彼 らの多 くは自 らの 出自 に 対 して 強 い
一

体感

を持ち ， 同じエ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン テ ィ テ ィ を持 つ 人 々

と の エ ス ニ ッ ク ・グ ル
ープ を形成 し て い る 。

　 目本 に お け る文化接触研究 は ， H 系移民 の 研 究の 他

に
，

1970年代 以降 の 日本 の 海外進 出 に伴 っ て 海 外駐 在

員 ・海外子女 ・帰国子女 とい っ た人 々 の 適応 に 関す る

研究 が盛 ん に な っ た （綾 部，1982 ；江淵，1982 ；小Mi，　1981 ；箕

浦，ユ984）。 在 日外国人 に っ い て の 研究 は留学生 と い っ た

短期滞在者 を対象に し た もの が多 く （例え ば，綾部
・小 野

沢，1970 ；ti男 ・萩原，1988 ；山暗，1993＞， 永住す る エ ス ニ ッ

ク ・マ イ ノ リ テ ィ
・グ ル

ープ とホ ス ト ・カ ル チ ャ
ーで

あ る 日本文化 と の 接触 に関心 を寄せ た もの は 少 な い 。

　 本研究 で は ， 日本 を ホ ス ト ・カ ル チ ャ
ーと し た エ ス

ニ ッ ク ・マ イ ノ リ テ ィ の ケ
ー

ス と して 在 日朝鮮人 学校

に 通 う中学生 の 日本人 と の 接触 を取 り上 げ る 。 在 日朝

鮮人 学校 は ， 在 日朝 鮮人子 弟に 対 して 民 族教育 を成す

目的で 設立 さ れ て い る全 日制の 学校 で ある。在 校生徒

は 日本 で生 まれ育 ち ， 第一言語 も 日本語で あ る
一

方 で ，

日常生活 に お い て は 通名 旧 本 名 ） で は な く本名を名乗

り，女子 は 民族衣装を着 て通学す る な ど， 在日朝鮮人

と し て の 民族文 化 的要素を前面 に 掲 げ て 生 活 して い る 。

した が っ て ， 彼 ら は 1 つ の エ ス ニ ッ ク ・グ ル ープ を成

し て い る と規定す る こ とが で き る 。 ま た ， 中学生 の 時

期 は文化的ア イ デ ン テ ィ テ ィ を形成 す る上 で の 敏感 期

　（．gensitive 　period ） と も言わ れ て い る 1箕浦，1984）。 こ の

時期 ま で に 体験 す る 異文化，具体的 に は ホ ス ト ・カ ル

チ ャ
ーで ある 日本文化 と の 接触体験が ， 自 らの エ ス ニ

シ テ ィ と は 異 な る他 の 文化 に 対す る意 識や関心 の 形成

の 1 つ の大 き な決 定要 因と な る と推 察す る こ とが で き

る 。

　 した が っ て ， 本研究で は ，

  日本人 と の異文化接触体験が 日本に 対 する意識や関

　 心 の 形成 に 影響 を及 ぼす。

  日本人 と の 異文化接触体験が
一
般的に 異文化 に 対 す

　 る 意識や関心 の 形成 に も影響 を及 ぼ す 。

と い う仮定を質問紙調査 に よ っ て実証す る。

方 法

　1．手続

　首都圏 に あ る複数の 在 日朝鮮人学校で 生徒個人 に 質

問紙を 配布 し ，

一
斉調査 を行 っ た 。 調査 時期 は 1991年

2月〜 3 月，調査対象者は中級部 仲 学 ） 1 ・2 年生 （12

〜14 歳 ）で あ り，質問紙 の 使用言語は 日本語で ある 。 各

項目 の 記入 の 仕方に つ い て 朝鮮語で説明を行 っ た。

　2．質問紙の 構成

（1旧 本人 と の 接触体験

　現在 と過去の 両方を含む 。 日常的に 日本人 と接す る

機会 の 有無 と
， 過去 に ポ ジ テ a ブ な 接触が あ っ た か ，

ネガ テ ィ ブ な接触が あ っ た か を知 る ため の 質問。

  日本や 日本人 に 対す る個人的関心

　 日本や G 本人 と の 関わ り方 に対す る 調査対 象者 自身

の 意識 や関心 に つ い て の 質問 。

13旧 本人観

　
一

般的な 日本人の イ メ ージ に 関す る質問項 目。 回答

形式 は 5 段 階評 定。個 々 の 項 目 は，岩男 ・ 萩原 （1988 ＞

の研究 で留学生 か ら見た 日本人 の特徴 として 挙 げられ

て い た もの を参考 に し て作成 し た 。

  異文化接触 に 対す る関心

　 日本や E］本人 だ け で は な く， 異文化
一

般 に 対 する調

査対 象 者 自身 の 意識や 関心 に つ い て の 質問。

結 果

　1．調査対象者の属性

　調査 対象者数は， 合計 167名 （男子 77名，女子 90名） で

あ っ た。調査対象者 の属性 は ， TABLE 　UI 示す通 りで

あ る 。 以下 ，
パ ーセ ン ト表示 をす る場合 ， 無回答の 者

は 除 い て計算し た 。

　両親 の 国籍 は，父母 と も朝鮮 く北 朝鮮 ）籍が 約60％ を

占め て お り ， 残 り の ほ と ん ど は 韓国籍 で あ る。日本籍

の 親 を持 つ 者 も若干 い る が 両親 と も日本籍で ある ケー

ス は皆無 で あ り， 調 査対 象者全員 が 在 日朝鮮人の 子 弟

である こ とが 確か め ら れ た 。

一
方 ， 家庭内で 用 い られ

て い る言語 に つ い て は，日本語が 多い 。 f朝鮮語 だ け」

と い う者は皆無 で あ り，「日本語だ け」と い う者が過半

数を占め て い る 。
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TABLE 　1　調査対象者

国 　 籍 朝鮮籍 韓 国籍 日本籍

父の 国 籍

母 の 国 籍

65．2％

5s ．3％

31．6％

37．4％

3．2％
4．3％

使 用言語 朝鮮 語 日本語 両 　 方

父 との 会話

母 との 会話

e．  ％

O．0％

53．9％

55．2％

46，1％

44．8％

通学経験　　 幼 稚班 か ら　初 級部か ら　中級部か ら

朝鮮人 学校 へ の

　 　 　 　 　 　 　 33．5％
　 　 入学 時期

64 、1％ 2，4％

　在日朝鮮人学校 へ の 入学時期 は ， ほ と ん ど が 「幼 稚

班 （幼稚園月， 「初級部 （小学 校）」か らであ り，「中級 部

仲 学校）」か ら と い う者は ご く僅 か で あ る 。 途中か ら の

編入 生 も ご く僅 か で あ り， ほ と ん ど の 者が 朝鮮人学校

に 6年以 上 の通学経験を持 っ 。

　2．日本人 との 捜触体験

　主 な結 果 は TABLE　2 に 示 す通 りで あ る 。

TABLE　2　日本人 との 接触体験

　 　 　 　 　 　 　 bO　　 　 なし

li旧本人の観友　　　　　　72」 　　　2i．5覧

12塚族ぐるみの付き合い 　　　dl蝉6　　　5さ1％

13旧本人の子と接する襃会　　99 ％　　　　iL），L％
【順 な想い　　　　　　 錚．5％　　 甜．i％

膿 曙 い　　　　　　！5，s％　　 ア1．｛％

　 「日本人 で な い た め に嫌な思 い を した経験」は約30％
の者が 「ある」 と答 えて い る 。 「嫌な 思 い 」 の 内容 は ，

差別的態度 （25例 ｝， 言語的攻撃 （25例）， 身体的攻撃 （5

例〉， 制度的差別 （2例） に 分類 で き る。差別 的 態度 で

は，「仲間外 れ 」（6 例）等が あ り， 中に は朝鮮人 と 知 ら

れ た と た ん 文通 をや められ た と い うケ ー
ス も見 られた 。

言語的攻撃 で は 「日本か ら出て行 け」（8 例 ）， 「死 ね 」（3

勵 等 と い っ た言葉 を投 げっ け られ た 経験が あ り， 差別

の対象 として 「名前をバ カ に さ れ た 」（4 働 ケ ー
ス が 多

か っ た 。

　
一方，約25％ の者が 「日本人 で はな い ため に良 い 思

い を した 経験 j が 「あ る」 と答 え て い る 。 「良い 思 い 」

の内容は ， 「こ とば」（17例） と 「服 装」 （6 例）に 関 す る

もの が ほ と ん どで あ る 。 言葉 の 問題 で は ， 2 か 国語，

あ る い は 3 か 国語 （朝鮮語 ・日本語 ・英語 ） を使 え る こ と

に関する こ とが多 く （12 例 ），服装で は 女 子 生徒の制服

で あ る チ マ ・チ ョ ゴ リ （民 族 衣 装 ） をほ め られ た とい う

もの が あ っ た 。 「日本人 に じ ろ じ ろ見 られ て 嫌な思 い を

する経 験」に は性差 が あ り （x
’
（4）＝15．6，pく、el），女子 の

方 が 多か っ た 。 チ マ ・チ ョ ゴ リ を身に つ け る機会 が多

い た め か も知 れな い
。 性別 に よ っ て 異文化接触状況 に

違 い が あ る こ と が 示唆 され た 。 な お ， 日本人 との接触

で の 「文化的 困難」は感 じ て い な い 者が 多か っ た 。

3．日本や 日本人 に対する個人的関心

　主な結果は TABLE 　3に 示す通 りで あ る。

TA肌 E　3　日本や 日本人 に 対 す る個人 的関心

［filじろじろ見うれる

　 男子

　 女子

1度もない　　t，！回ある　たまにある　たびたびある　ほヒんど辱日

31．了％　　　IT曜％

5F．1％　　　拑 1％

1啣0％　 　 1］轟

認．5％

Is．臨

眄，F％

1］、偶　　　50％

2．6％　　　O、O％

ls．眺　　　ll　1％

　 　 　 どちらかとい 　どちらとも　 どちらかとい

慈じない　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　慈じる
　　 　 うと悉じなb　　いえない 　　　うと腰じる

彗．9％　　 17、4％　　 跏 ％　　 9．6％　　 1．8％

ll糠 く付き合いたい

ca友人が救しい

｛3紜綻文化に闃心

　 　 　 どららかといえ　Eちらとも　どちらかとい

そう馨わない

　　 　 げそう里わをい　　い えない　　えばそう黒う

］2．晩　　　9．6％　　 Sl．1％　　 箆．君％
15．fi％　　 12、6％　　 ？4．6％　　 19．篤
s）．1％　　 兇」％　　 el．1％　　 2団 ％

そ腮 う

24．眺
認」％

4．2％

倣 化蠣 難

　「H 本人 の親友」 に つ い て は3／4近 くの 者が 日本人 の

親友が い る と答 え て い る 。 ま た，「家族 ぐる み で付 き合

う日本入家庭」に関 して も40％程 度 の 者が そ の よ うな

相手が ある と回答 し て お り ， 日常的 に 日本人 と親 し く

接触 す る機会 は か な り確保 され て い る こ とが分か る 。

　「同年齢の 日本人 と接す る機会 」に つ い て は，半数近

くの 者が学校外で そ の よ う な機会が ある と答えて い る 。

塾 ，
ス ポーツ ク ラ ブ ， 習 い 事，地域活動 な ど，

い わ ゆ

る
一

般 的な課外活動が そ の 具体例 と し て挙げ ら れ て い

る。

唇 ：「全くない」へ「大変ある」

　「日 本人 と もっ と深 く付 き合 い た い 」， 「日本人 の 友人

が た くさん欲 し い 」に対 して は ， 「そ う思 う」，「どち ら

か と い え ば そ う思 う」を合わ せ ると半 数近 くを 占め ，

人 に 対す る関心 は比 較的高 い 。一
方 ， 「日本の 伝統文化

へ の 関心」 に つ い て は 「大変 あ る 」 と 答 えた者が少な

く， 文化 へ の関心 は相対的に 低 い 。

　4．日本人観

　項 目群 の 特徴 を分 か りや す く示す ため ， 因子 分析 を

用 い て項 目 を分類 し た 。 まず，「そ う思わ な い 」に 「1 」

〜「そ う思 う」に 「5 」 と い う形で 得点 を与 えた 。 次

に
， 相関行列 を固有値分解 し て得 られ た ス ク リー図か

ら 2 因子 を抽出す る こ と と し，主因 子 法 で 因 子 抽出を
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行 い ，バ リマ ッ ク ス 回転 を した 。 そ の 結果 ，TAB ］．　F．4

に 示すような因子 パ タ
ー

ン が得 られ た 。

　 6項 目 か ら成 る第 1因子 を「国民性 尺度」， 5 項 目か

ら成 る第 2因 子を 「対外国態度尺度」 と命名 し た 。 こ

れ らの 尺度 の 得 点分布 は，FIGURE　1 に 示 す よう に ，前

者が ほ ぼ 左右対称な の に対 して後者 は高得点の 方に片

寄 っ て い る。 こ こ か ら，日本人 の 「対外 国態度」 に 対

し て厳 し い 見方が され て い る こ と が 分 か る 。

5．異文化接触に対する関心

主な結果 は TABLE 　5 に示す通 りで ある 。

TABLE 　5　異文化接触に対す る 関心

どちらかとい 　どららヒも　どちらかとい

否定的
　 　 　 え1如 定的 いえない

　　　 肯定的

えls肯定的

TABI．E　4　日本人観 の 因子分析

ll歴史や難 へ の購

12夙 と緲 合い たい

13ileK族tの黼

IS．呂％　　 ID．2％　　 10．2％　　 ％端 　　　訪．5％

6，幌　　 lo．端　　 Is．隅　　 ？1．6％　　 43，了％

5i　5％　　 IO、驪 　　 IS．幌　　　き、4％　 　 1［．4％

第 1因子負荷　第 2因子負荷

〔1旧本人は信翰で き る

  日本人は止 直だ

｛3旧 本人 は親切だ

｛4旧 本人 は付 き合い やすい

（5｝fi本人はプライバ シ
ー
を大切に しない

（6）目本人とは本当に は親しくなれない

．8衡

．594

．532

、4SO
−．422
−、554

一．256
−．120
−．潮
一1｝o

．183
．− 029

｛7旧本人は外国人の 評価を気に しすぎる

｛8旧本人は欧米人とその他の外国人で態度が違う

C9旧本人は日本人 と外国人で態度が違う

樋日本人は言うことと思うこ とが違う

OD日本人は私の国をよく理騨してい ない

．鰹
一．137
−．196
−．333
−，079

．5955T9554

，55」

．34s

因子寄与 2，27 157

尺 度 名 国 民 性 　対外国態度

（％ ）

5045403530250505050505

．

o〜6

（％）

5045403530252D1510

7〜12　　　　13〜18　　　　19〜24　　　　25〜30

　 　 国 民 性尺 度得点分 布

　日本 に 対 し て と異な り， 異文化接触
一

般 に関 して は

「歴史 ・文化」 と 「人」 の 両方 に 対 し て 関心 が 向 い て

い る の が特徴 で あ る 。 しか し， 将来 「結婚 」 とい う形

で 異な る エ ス ニ シ テ ィ を 受 け 入 れ て も よ い か どうか に

つ い て は ， 半数以上 が否定的で あ っ た。

　6 ．「日本人 との 接触体験」の 異文化に 対する意識 へ の

糖

　「凵本人 と の 接触体験」に 関す る項目を説 明変 数 と

し ， 「日本や 日本人 に 対 す る 個 人 的関心 」， 「日本人観 」．

「異文化接触に対す る関心 」の 諸変数 を それぞれ従属 変

数 と し て 数量 化 1類 に よ る分析を 行 っ た。な お，性 別

に よ っ て も異 文化接触状 況 が 異 な る こ と が 示唆 さ れ た

た め ，性別 も説明変数 と し て 加 える こ ととした。ま た，

5段階評定 の 項 目は，調査対象者の 数が で き る だけ等

分さ れ る よ うに 2値に 分類 した。高 い 説明力が 得 ら れ

た もの （重相 関 係数 が．4 以上 で ，解 釈 に 無理 が な い も の）に つ い

て報告す る 。

　 そ れ ぞ れ の従属変数に 対 す る 重相関 係数 と最適 ス コ

ア， レ ン ジ，偏相 関係数 は TABLE 　6 に 示 す 通 りで あ

る 。 な お ， 影響力の 小 さ い 変数 （レ ン ジ，偏相 関係 数 の 小 さ

い 変 数 原 則的 に は偏 相 関係 数 が 2 未満）に つ い て は省 い て あ

る 。

TALE 　6 −．1 日本人 と も っ と深 く付 き合い た い

（数量 化 1類）　　　 重相関係数 r＝．49

説明 変数 最適 ス コ ア　　 レ ン ジ　　偏 相 関 係数

囗本人 の 親友

　 有 　 　0．23
・一・『一．一一一一一一一一一一一一

　　　〇，90
　 無 　一  、67

．32

6〜10　　　　　11〜15　　　　16〜20　　　　21〜25

　　対外 国態 度尺 度得点 分布

国民性尺度 と対外国態度尺度の得点分布

　 　 　 　 　 　有 　 　o．63
良 い 思 い 　 　一一一一・…　 一一…一一．−

　 0．85
　 　 　 　 　 　無 　一

〇．22
．30

0〜5

FIGURE 　1
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TABLE　6− 2 日本人 の 友人 が た くさん欲 しい

（数量 化 1類 ）　　 重 相 関係 数 r ＝ ，50

説 明 変数 最適ス コ ア　　 レ ン ジ　　偏 相 関係数

性 　 　別

男　一〇，37
・一・・一…

　
一一一・…

　　　 o．68
女　 　0，31

、22

目本 人 の 親 友

有 　 　 o．2？
．．一．一一一…

　
一一一一

　　 1．05
無 　一〇．78

．33

　　　　　　有
．
　  ．45

良 レ、，思しti　　
．．．．一一一一．T『・・一・一一一

　　 〇．61
　 　 　 　 　 　無　

一
〇．16

．20

TABLE 　6− 3 日本 の 伝統文化 へ の 関心 あ り

〔数 量化 r類）　 重相 関係 数 r＝，4D

説 明 変数 最 適 ス コ ア　　 レ ン ジ　　偏相関 係数

日本人 の親友
　有　　0．15
．一．．一一・tttt．・．一一・

　　　 O．55
　無　

一
〇．4D

．20

　 　 　 　 　 　有　 　〔｝．47
良 い 思 い 　 一．一一一一一一一．・……　 　 0．63
　 　 　 　 　 　無　 一

〇，16
．22

TABLE　6− 4 国民性尺度 （数量 化 1類）

　 　 　 　 　 　 　 （重 相 関係 数 r ＝．44）

（1旧 本や 日本人 に 対す る個人的関心

　 日本人 の 交流に対す る関心 の高さ を表わす 2 つ の 変

数の うち，「深 く付 き合 い た い ］ に は 「親友」と 「良 い

思 い 」が ， 「友人が た くさん欲 しい 」に は 「姓別 」， 「親

友」，「良 い 思 い 」が効 い て い た。また ， 「伝統文化 へ の

関心 」に は 「親友」 と 「良 い 思 い 」が 効 い て い た。

　 こ れ ら の こ とか ら， 「日本人 と の 接触体 験 」と 「日本

や 日本人 に対す る個人的関心」に 関連が ある こ との 証

左が得 ら れ た 。 また ， 特 に 「親友］を持 つ こ と ， 接触

体験 の 中で 「良 い 思 い 」 をす る こ と が 重要な要因 で あ

る こ と が わ か っ た。

  日本人観

　「対外国態度尺度」に つ い て は ， 説明力が 低 か っ た厘

相 関係 数 r＝29）。しか し ， 「国民性尺度」に つ い て は い く

つ か の変数が 総合的 に 効 い て い た 。 な お ， 値 が 大 きい

ほ ど ， 日本人 の 「国民性」 をポ ジ テ ィ ブ に 評価 し て い

る こ と を示 す 。

〔3）異文化接触 に 対 する関心

　人 と の 交流 に 対 す る関心 を 示 す項 目， 「い ろ い ろ な国

の 人 と 知 り合 い に な りた い 」に は 「性別」， 「親友」が

効 い て い た。「歴 史 ・文化」 へ の 関心 ，「結婚 」に対す

る 意識 と の 関連 は不 明確で あ っ た 。

説明 変数 最 適 ス コ ア　　 レ ン ジ　　偏 相関 係 数

　 　 　 　 　 　男 　
一1、23

性 別
一・……．……・・ 2，18

　 　 　 　 　 　女 　 　O．95
．21

H 本 人 の 親友

有 　 　0．46
・・−ttt・・．・．一一・・

　　 1．65
無 　

一1．19
．17

接 す る 機会

有 　 　0 ．8S

無 　 一
〇．831

．71 ．2 

　全体 を通 して 見た と き に ， 日本 と い うホ ス ト ・カ ル

チ ャ
ーに対す る関心 ， 文化背景 の 異 な る 「人」 に 対 す

る関心の 形成 に ，日本人 と の 異文化接触体験 が 関係が

あ る こ と が わ か っ た 。 ま た ， 異文化 接触体験の諸変数

の うち ， 特に 「親友」の 有無 と 「良い 思 い 」 の 有無が

重 要な 変数で あ り ， 性差 も見 ら れ る と い う こ と が わ

か っ た。

家族 ぐ るみ

有　　0．67
・．．．．一一『・一・・一・一一　　 1．i6
無 　

一
〇．49

．14

考 察

良 い 思 い

有 　 　0．97
．．．一・・一・一一一一一・

　　　 1．2s
無 　一

〇，31
、13

TABLE 　6− 5 い ろい ろな 国 の 人 と知 り合 い に な りた い

（数量 化 1類）　　　　 重 相 関係数 r ＝．44

説 明変数 最適 ス コ ア　　レ ン ジ　　偏相 関係 数

　 　 　 　 　 　 男 　
一

〇．32
性 　　別 　　

一・・……．…一・…　　0．60
　 　 　 　 　 　 女 　 　 0．28

．21

日 本人 の 親友

　 有　 　0，19
−一一・・一・・一・一一一一一．一

　　  『72
　無 　一

〇．53
．26

　調 査結 果 に つ い て考察す る前提 と し て ， 同 じ 出 自を

持 つ 文化的 マ イ ノ リテ ィ 集団で あ っ て も，ホ ス ト ・カ

ル チ ャ
ー

の 違い に よ り，
マ ジ ョ リテ ィ 文化 と自ら を区

別 す る民族 文化 的要素 が 異 な っ て い る こ と に 触れ て お

く こ と と す る。例 えば ， 在 日朝鮮人集団 は 外見上 か ら

は 見分 け られな い ヒ ド ゥ ン ・マ イ ノ リテ ィ で あ る の に

対 し て ， 米国 の 朝鮮 系移民 は ， 外見か ら見分 け られ る

オ ープ ン ・マ イ ノ リテ ィ に 分類さ れ る （lchikawa，　lggo ）。

本研究の 調査対 象者 は 日本 語 を母語 と し て お り， B 本

人 と の 接触 に お け る 「文化的困難」 もあ まり意識 され

て い な い 。したが っ て ，
マ ジ ョ リテ ィ 文化 と彼 ら を区

別す る民族文化的要素が 何で あ る か が改め て 問題 に な

る 。
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　ひ と つ の大 きな 要素 は国籍で あ る。在 日朝鮮人の多

くは朝鮮籍 ， 韓国籍 を保持 して い る 。 ア メ リ カ合衆国

の 2 世が ア メ リ カ の 市民権を 得て い る の と対照 的 で あ

る 。 本研究の調査対象者は少 な くとも片親の 国籍が 日

本で はな く，重要な民族文化的要素で あ る朝鮮 言語
・

姓名 ・民族衣装 を日常的に使用 して い る 。 ま た ， 「族譜

（チ ョ ク ボ ；家系図）」 を大切 にする と い っ た形 で 親族 関

係 を非常に 重ん じ る朝鮮民族 の 文化 的属性が ，r他民族

との結婚 」を望 まな い 者が 多数を占め る とい う結果 に

な っ て 現 れ た と考 えられ る 。 心理 的 に も朝鮮民族の民

族文化 的要素 を保持 して い る様子 が うか が えた 。

　調査対象者の多 く に と っ て，自 らの エ ス ニ シ テ ィ は

日本 人 との 接触 に お い て 重 要な要因 とな っ て い る。例

え ば ， 日本人 と の 接触 の 中で 「良 い 思い 」や 「嫌な思

い 」 と受 け と め ら れ て い る事柄 の 具体 的内容 を見 る と ，

自文 化 の 民族 文 化的要素に 関係す る も の が大 多数 と

な っ て い る こ と か ら そ れ が わ か る。し た が っ て ，
エ ス

ニ ッ ク ・マ イ ノ リ テ ィ で あ る彼 らに とっ て は，日常的

な 日本人 と の接触 状況 が 十分に 異文化接触体験 とな っ

て い る と言 える 。

　 そ れ で は，そ の よ うな 異文化接触体験 が ， 彼 らの 日

本 あ るい は
一

般的に異文化 と の 接触 に 対 す る関心 と ，

どの ように 関係 して い る の で あろ う か 。 「日本人 との 接

触体験」の 中で ， 特 に 彼 ら の 「日 本 や 日本人 に対 す る

個人的 関心」と の 関連が顕著に み られ た の は，「日本人

の 親友 」の 有無 と 日本人 と の 接触 に お ける 「良 い 思 い 」

で あ る 。 す なわ ち ， 日本人 との 接触の機会が親 し い 交

流 に つ なが る もの で ある場合に ， 日本人 との 接触 へ の

関心が高め られ る こ と を示 し て い る 。 具体 的 に 「良 い

思 い 」 の 内容 を吟味す る と， 複 数言語 （朝 鮮語 ・日本 語 ・

英謡 を使 える こ と，女子 の制服で あ る チ マ ・チ ョ ゴ リ

に対 し て 日本人 か ら肯 定的評価 を受け た こ とが 挙げ ら

れ て い る。こ の こ と は ， 調査対 象者 の 民族文化的要素

が 異文化接触体験 の 質 を定め る 重要な役割を果 た して

い る こ と を示唆 し て い る と言 え よ う 。 言 い 換 え れ ば ，

日常的 な接触の 中で彼 ら の エ ス ニ シ テ ィ を肯定的 に 介

在 さ せ る こ と に よ っ て ， 彼 ら の エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン

テ ィ テ ィ を 支援す る こ と に な P，ま た そ の こ と に よ っ

て ， 彼 らの ホ ス ト
・カ ル チ ャ

ーとの 接触 へ の 関心 が 高

ま る と い うダイナ ミ ズ ム が そ こ に浮か び上が っ て くる 。

女子 が服装 と い う形 で 民族文化的要素を顕在 的 に 示 す

機会 が多 い こ と を考え る と ， 「日本や 日本人 に 対 す る関

心 」 に 性差が あ り．女子 の 方が関心が高 い こ と も納得

で きる 。

　 日 本文化 や 日本人 と の 接触体験が ， そ の 直 接的対 象

へ の 意識や関心を越 え，
一

般的 に 「異文化接触 へ の 関

心」に 影響を及ぼ す ， と い う我4 の 仮定 に つ い て は ，

一部の 分析で 関係 が見出 され た 。 こ こ で も 「日本人 の

親友 」が あ る こ と が ， 異な る文 化 の 人 々 と の 交流 に 対

す る関心の 高 さと関係 して い る 。 ある特定の 異文化 の

人 との 良好で 持続的接触が ，

一
般的 に 異 文化 の人 と の

接触 に対す る関心 に 影響 を及 ぼ す こ と を示唆 して い る

と 言 え よう。

　調査対象者の多 くは日本人 と親 し く， また広 く交流

し て お り，交流 に 対す る関心 も比較的高 い 。 しか し，

そ の一方で ， 彼 らの 文化 に 対 す る 日本人 の 理解 に つ い

て はあ ま り高 く評価 さ れ て い な い 。「日本人 と の接触体

験」は ， 異文化交流 に 対 す る積極的な関心 を促す よ う

な心地よ い もの ば か り で はな い 。 日本人と の つ き合 い

で 「嫌 な思 い 」 を し た経験の あ る 者 は30％ に の ぼ る 。

そ の具体的内容に は朝鮮民 族，あ る い は外国人 で あ る

こ と に 対す る差別が挙げ られ て お り， 例え ば ， 「名前」

と い うま さ しく彼 らの エ ス ニ ッ ク ・シ ン ボ ル が差別 の

対 象に な る現実が あ る 。 彼 らの エ ス ニ ッ ク ・ア イデ ン

テ ィ テ ィ を肯定的 に 受容 す る社会文化 的環境が 整 っ て

い る と は 言えな い
。 確か に調 査対象者の個人的関心 と

し て は，日本人 と の 接触 に対 して肯定的 な 回答が 多

か っ た 。 ま た ， 日本人 の 「国民性」に 対 して も， 中 立

的 で あ る。し か し なが ら， 日本人 の 「対外国態度」（彼

ら の 国 に 対 す る理 解 を 含む ） に 関 し て は ， 否定的 回答が 目

立 っ て い る 。 っ ま り ， 日本人 が異文化集団 と接触す る

場合 に 問題 が 生 じ る の で あ る。彼 らの 認識 を通し て ．

日本人 の異文化接触 に 対 す る不器用 さ ． 文 化的閉鎖性

が 図 らずも浮き彫 りに さ れ た と言 えるの で は な い だ ろ

うか 。

　 本研究の 結果は ， 近 年 の 文化多様性 （Cultural　 Diver・

sity ） や マ イ ノ リ テ ィ に 関す る研 究が 指摘す る よ う に ，

複数 の 民族 ， あ るい は文化が 同居す る社会 に お い て は ，

文化的相違を無 くす こ と 〔同化）に 努力 を した り， 他 の

文化 に 無関心 で あ っ た り無干渉で あ っ た りす る の で は

な く， 異な る文 化 を受 容し，更に そ の 文化を積極的 ，

か つ 肯定的に評価 す る こ とが 重要 で あ る こ と を支持 し

て い る。 例 えば．Berry （1989） は 文化接触 の 個入要因

と し て 「文化変容態度 （あ る 文化 に 属 す る個 人，あ る い は グ

ル ープが 他の 文 化 と 関 わ ろ うとす る態度）」を 「文化的ア イ デ

ン テ ィ テ ィ の保持」 と 「自文化以外の グ ル ープ と の関

係 に 対 す る姿勢」と い う 2 つ の 角度 か ら，f統合」， 「同

化」， 「分 離」， 「辺境」に分類 して い る。そ の 中で 「統

合」 が 最 も心 理 的負荷が 穏や か で あ る と し て い る。そ

れ は 文化的ア イデ ン テ ィ テ ィ を保持 し つ つ 自文化以外
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の グル ープ との関係 も保持 す る態度で ある。また ， 社

会要因 とし て は，社会 に お い て 受容 さ れ 肯定的 に 捉 え

ら れ て い る こ と ， 更 に 社会参加の あらゆ る機会 に関 し

て 平等で ある こ と等 を肯定要因 と して 挙 げ て い る。日

本の 中の マ イ ノ リテ ィ
・グル ープ と して朝鮮人学校に

通 う調査対象者が エ ス ニ ッ ク ・
ア イデ ン テ ィ テ ィ を保

持 しつ つ ，日本社会 で 生 き生 き生活す るため に は ， 日

本人 が彼 ら の エ ス ニ シ テ ィ を積極的 に評価 し，む し ろ

活用 し て い くこ と が 望まれ る 。 ま た ， そ の こ と が ， 不

可避的に文化接触の 起 こ る国際社会に お い て，日本 人

が 自らの アイデ ン テ ィ テ ィ を大切 に保持 しっ つ
， 上 手

に 異 な る文化を持 つ 人 々 と付 き合 っ て い くた め の方向

性 を示 し て い る とも言え る か もしれ な い
。

　最後 に ，既存研究の 少 な い 領域で の 調査 で あ っ た た

め，本研究の質問紙 は問題発見的質問構成 を と っ たが
，

次 の段階 に お い て は，異文化接触体験の 中で も 厂親 し

い 」交 際 や お 互 い に 「良 い 思 い 」をす る関係 の 成立す

る契機 は阿か ，とい っ た点 に 焦点 を絞 っ た研 究 が 必要
で あ る。本研究の 調査対 象者の異文化接触 に対す る関

心 の 大 き さ が ， エ ス ニ ッ ク ・
マ ジ ョ リ テ ィ で あ る日本

入 の 中学生 と比較 し て ど うなの か と い う問題 も， 研究

を行 っ て い く必要 が あ る もの と考えられ る 。
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